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徐志摩のギリシャ回帰願望に見る
唯美主義への系譜
加　藤　阿　幸
１　はじめに
　「徐志摩詩文古典風格形成の内在素因を論ずる」 （《論徐志摩詩文古典風範之
内在成因》）1） を論じたとき、それは①彼の詩人としての“恋古情結”、即ち 「古
への慕情」 とでも言うべき知識階級の本質、加えて②彼の天性の浪漫気質―そ
れも中国伝統的な浪漫詩派を受けついだ気質、と③幼年時代から培った古典文
学の素養、及び④大変崇拝していた梁啓超ら時代の先達の儒学の薫陶などの点
を挙げた。
　しかし、一方では徐志摩は五四運動以降の西洋思潮を全身で受けてきた新詩
詩壇の代表的な唯美派詩人である。彼の最大なる功績の一つは、西洋詩形を積
極的に中国に紹介し、ついには西洋の詩形を骨組みに、中国古典作詩技法であ
る“双声”“畳韻”“復沓”などを積極的に取り入れ、音楽性の高い白話格律詩
を作り上げたことであると嘗て指摘したことがある2）。
　当時徐志摩はイギリス帰りの詩人として、作詩法のみならず、イギリス仕込
みの自由な気風、高尚な理想を、中国の文壇に吹き込む抱負を懐いていた。彼
はケンブリッジ大学内の研究グループで、異端児と自任する急進派の 「異端学
会」 （“The Heretics’Club”） の人たちと親しく接し、「左翼的、無神論的で、前衛
的な文学や芸術をイギリスに寄与した」 ブルームズベリー・グループ
（“Bloomsbury Group”） とも親交があった。やがて徐志摩はブルームズベリー・
グループのイギリスに対して果たした貢献である 「社交と美的対象を喜び楽し
み、社会への文化的寄与」 を掲げて、新月クラブを立ち上げた。自分の婚姻の
ため、古い因習に対する果敢な挑戦をしたことなども考え合わせると、徐志摩
は五四運動後で、外国から積極的に異なる文化を吸収しようとする当時の中国
に、“新しき”西洋の気風を運んできた人であると思われていたのであろう。
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　徐志摩の詩文に漂う古典的な風格と西洋文学を背景とする革新性は、いかに
同居しているのだろうか。徐志摩をよく知っていた彼の学生で、早世した優秀
な新月派後期抒情詩人、方瑋徳が指摘したように“徐志摩は古典の雰囲気を持
つ人である”、“徐志摩の古さは、あらゆる心と感覚が与えてくれた古に対する
敬虔と愛着である”3）。だとすれば、徐志摩の多くの西洋文学に関する文章の
中に、イタリアに対する賛美やギリシャ神話が散りばめられているのは、実
は、古典ギリシャに対する憧憬が底流になっているのではないか、そして、そ
のギリシャへの憧れの素因の中に、婚姻の屈折から来る現実の矛盾に苦悩し、
その現世での苦悩から逃れたい、すべてを超越したい、太古の素朴で平和な世
の中に戻りたいという宗教への敬虔的な気持ちに似る、一連の潜在的心理が働
いたのではないか。一方で、自分にとっての聖書であるとまで言い切る 『ルネ
サンス―芸術と詩の研究』 の著者である唯美主義者のウォルター・ペイター
や、“魂を揺さ振られた”イタリアが生んだ最大の唯美詩人、作家であるダヌ
ンツィオの諸作品との“遭遇”も又、ギリシャへの憧れを増幅させ、そして彼
らの作品中の基調である 「古典ギリシャ的な唯美主義」 が、徐志摩のもってい
る本質的な古への思慕を掻き立たせたのみならず、彼を唯美主義の世界へも導
いたのではないかと考える次第である。
　本論文は、以上の推論に立脚し、紙幅の関係上、ここでは徐志摩の古典ギリ
シャ憧憬に於けるウォルター・ペイターの意義のみ取り上げ、論を進めたいと
思う。
２　徐志摩詩文のギリシャ神話言及
　徐志摩の詩文の中に、ギリシャ神話に関する言述が多く見られる。その箇所
を網羅的ではないが、幾つか書き出してみる。
　先ずは詩の中のギリシャ言及について、
① 1922年 7月イギリスで書いた 「夜」 （顧永棣編注《徐志摩诗全集》学林出版社、
1992、p66） では、詩人の魂が古の詩の国々に真理を求めるため、夜空を飛翔す
る内容であるが、ギリシャ時代のトロイ戦争のアガメムノン王やペロポネソス
の時代に彷徨っている情景が描かれている。
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② 「ワグナーのオペラを聞く」 （〈听槐格讷 （Wagner） 乐剧〉） （同 p59） も、ワグ
ナーの音楽をギリシャ神話の天上の火を盗んで人間界に与えたというプロメ
テウス （Prometheus） に喩えている。
③ 「地中海」 （同 p101） にもトロイア戦争の話があり、ヘレネ王妃の悲しみの歌
声の描写がある。
④ 「マンースフィルを悼む」 （〈哀曼殊斐儿〉） （同 p120） では、彼女の死を 「ギ
リシャ神話の冥界王者のハイデスの黒い車輪がまたフォンテンブローに響い
たと表現している。
⑤散文詩 「泰山の日の出」 （〈泰山日出〉） （同 p129） では、太陽が夜を駆逐する
ことをギリシャ神話のヘラクレス （Herakles） が阻害を排除したと喩えている。
⑥ 「牧歌第二十一章」 （同 p156） はギリシャ時代の詩人で、マドリガル （madrigal）
（イタリア生まれの牧歌的抒情詩による多声の世俗歌謡） の創始者とされるテオクリ
トス （Theokritos） の訳詩。さらにこのテオクリトスのことについて、「ブラウ
ニーン夫人のラブ・ポエム」 （〈白朗宁夫人的情诗〉1928年 3月《新月》創刊号
所収） の中でも解説していた。
などがある。
　散文についても徐志摩の古典ギリシャ憧憬の傾向は明瞭である。
①徐志摩は 1922年秋、帰国早々に清華大学における英語の講演“Art and Life”
（「芸術と人生」） （1923《创造季刊》2巻 1号にて掲載） に、「ギリシャの芸術家たち
は、すばらしい人生を実現できた人だけが、魂のあらゆる元素が完全に調和さ
れた人だけが、“美”を語れるのであるという」 とギリシャと美について触れ
ている。
② 1922年 3月 3日の日記に、ダヌンツィオの 『死の町』 を読み、魂を揺ぶら
れた程の“命と芸術への覚醒”を覚えたと散文 「ダヌンツィオ （一） 序文」 （〈丹
浓雪乌 （一） 绪言〉，《徐志摩全集·散文集· （甲）》商務印書館） に記されているが、
その作品の第二の舞台はギリシャである。その最後の 「ダヌンツィオの劇」
（〈丹浓雪乌的戏剧〉） の中では、『死の町』 を解説するのに、まずギリシャ神話
を知らなければならないと言い、ギリシャ悲劇で有名な、アイスキューロスの
『アガメムノン』 やソフォクレスの 『アンティゴネス』 の物語をほぼ当該散文
の三分の一の紙幅を割いて述べている。
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③ 「キーツの 『ナイチンゲールの歌』」 （〈济慈的夜莺歌〉） （同 p64） の中の描写
にも、随所に南フランスのプロヴァンス地方の話やギリシャ神話が織り込まれ
ている。プロヴァンスはトルバドゥール （“troubadour”） という 11-13世紀ごろ
フランス南部、イタリア北部などで主に宮廷恋愛の詩を作り、自ら歌った抒情
吟遊詩人を多く生み出し、騎士道を賞揚した土地柄である。また、キーツの詩
句に関わるギリシャ神話についても、詳しく解説している。
④ 「政治生活と王さんとこの三番目のおばさん」 （〈政治生活与王家三阿嫂〉）
（同《乙》p200） の中では、理想的な政治は古代のギリシャ、アテネに求めるし
かないという。例えば、「エーゲ海からの薫風は、永遠に新しい生命を励ます
秘密を育んでいる」、「これはユートピアを語っているわけではない、これは実
際あった歴史である。その小さな町はアテネ、その人民は古代のギリシャ人
だ」、「あの不朽なるパーンテノン神殿の建造は群衆の決議によるもの、パーン
テノン建造の責任者を決めるのも群衆だ……」、「しかしこれは往時のギリシャ
である。我々は孔子のいわゆる“心嚮往之”のように、ただ憧れるしかないの
だ」 など。
⑤ 「おしゃべり」 （〈话匣子〉） のその （二） （同《丙》p116） 「ロバの群れの中の猫：
趙元任先生」 （〈一大群骡 ;一只猫 :赵元任先生〉） では、「我々は古典ギリシャ
へ戻って、我々の願いを甦らせることを提案したい」 とギリシャへの回帰願望
をはっきりと述べている。
⑥ 「詩刊序文」 （〈诗刊序语〉） （同 p380） では、詩の同士を募る文面がある。皆
の力を合わせれば、やがてその輝かしい未来を迎えることができるであろうと
語っているくだりでは、彼が想像しているその明るい未来に対して用いる比喩
はギリシャ神話の中のトロイ戦争のアガメムノン王が戦勝のお知らせが届い
たとき、ペロポネ―ソス山頂で灯した烽火よりも明るいであろうと述べてい
る。
　このように徐志摩の古典ギリシャ憧憬の表現は枚挙に暇がない。
　以上見てきたように、徐志摩が書いた六十数編の西洋関連のエッセイや、翻
訳した現存の六十六編の詩歌を見ると、ギリシャ神話からの題材や、アテネ時
代を賞賛する言葉が多く見られる。イギリス帰りの颯爽とした新詩人が新しい
風潮を標榜する一方で、絶えず古への回帰、太古の自然への回帰本能が古典ギ
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リシャ憧憬という表現を借りて、頭を擡げているように感じられる。
　そのギリシャ憧憬表現の源を辿って行くと、その先には、徐志摩の詩人とし
て、そして文学者としての素地を培われたケンブリッジに行き着くであろう。
彼はケンブリッジで、当時のイギリス知識階級の名士から、無限なる文学の世
界を覗かせてもらい、本来備わっているロマン派詩人の資質を目覚めさせられ
た。そして、おりしも、初めて彼の地で味わった恋は、最初から成就できない
宿命的な悲恋―妻子ある身である自分が恩師の息子の嫁になる女性への恋情
―であるだけ、現実の矛盾に苦しみ、現世に対する反抗から、その苦悩を超越
したいという願望に代わっていく。そこで、「日常生活からの解放や逃避の形
態を価値あらしめる」4） というウォルター・ペイター （Walter Horatio Pater, 
1839-94） の唯美主義的な価値観に出会い、また、ペイターの主要作品に浸透し
ている 「古い過去への、歴史へのノスタルジックな感覚」 （同注 4, p11） が、本
質的に“恋古情結” （古への思慕） をもつ徐志摩に、古のギリシャへ、そして古
典唯美主義へと導いたのではないかと思う。
　故に、次は、徐志摩のギリシャへの道筋を辿ってみたいと思う。
３　古典ギリシャへの回帰願望
3-1　異端学会からの影響
　徐志摩は、1920年 9月から 1922年 10月までケンブリッジ大学に居たころ、
後にイギリスの言語学大家までなり、「用語法統制の“統一科学”の構想者」5）
であると称されるオグデン （Charles Kay Ogden, 1889-1957） とリチャーズ
（Ivor Armstrong Richards, 1893-1979） らの設立したクラブ 「異端学会」 の熱心
な会員であったと思われる。なぜならば、1922 年 1 月 22 日徐志摩の Cam-
bridge King’s College からバートランド・ラッセル （Bertrand Arthur William 
Russell, 1872-1970） にあてた手紙 6） では、“I am glad to know both of you are 
coming to address the Heretics. Everybody here simply yearns to see and hear you 
again after such a period of absence.” （ご夫妻が Heretics クラブに講演をしてい
ただけると聞きましたので、大変嬉しく思います。暫くいらして頂けなかった
ので、会員一同が再び先生にお会いするのを首長くしてお待ち申しておりま
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す） と自分のことを“学会会員”として書いているからである。
　その 「異端学会」 から、徐志摩は反伝統的な思潮の薫陶を受けたと思われ
る。“heretic”は、「既成の学説に反する邪論、異説」 の意味であるから、当然
勉強会の討論は反社会、反伝統的言論が飛び交ったであろう事が想像される。
実際、帰国後 1923年頃に書いたと思われる 「青年運動」 （散文集 『落葉』） とい
う文の中では、「我々は今までのすべてを認めない、すべての現実を認めない、
今の社会、政治、法律、家庭、宗教、娯楽、教育を認めない。すべての主権と
努力を認めない。我々は全てをやり直したい」 と書いている。
　これなどは正しく“The Heretic Club”の思想をそのまま反映した論調であ
る。しかし、これを、徐志摩が本当に当時の中国の旧社会、因襲に対する全身
全霊の闘いと見るよりも、彼個人的な理由から、“法律”“家庭”をも認めない
と見るべきであろう。これは親の決めた婚姻を破棄したことへの自己鼓舞で
あったかのようにも見える。なぜならば、“元配夫人”張幼儀の伝記 『纏足と
背広』 （《小脚与西服》）7） によれば、徐志摩は 1921年に最初の夫人張幼儀と離
婚するとき、当時の中国の法律では、男性は 30歳、女性は 25歳にならない
と、親の承認なしでは離婚できないので、どうしても初めて恋に落ちた相手で
ある林徽英と結婚したいがため、徐志摩はわざわざイギリスに夫人を呼びつ
け、友人を立会人に仕立て、親の承認なしの二人だけの離婚手続きをさせた経
緯があった。
　ゆえに、この 「異端学会」 での新しい思想は、実は、彼を根本的に新しい社
会秩序の形成に働かせるには至らず、この 「異端学会」 の影響のもとに作り上
げた 「一切を承認しない」 という“鎧”は、まさに徐志摩の現世の苦悩からの
逃避の印であり、そして古への道のりの誘因の一つになったのではあるまい
か。
3-2　ブルームズベリー・グループからの影響
　他方、イギリス留学中に、彼は、ブルームズベリー・グループとも親交が
あった。ブルームズベリー・グループとは、ロンドンの大英博物館近辺の地区
に、1920年代、30年代の知的頭脳が集まったグループである。徐志摩におけ
るブルームズベリー・グループの影響については、「徐志摩とアーサー・ウェ
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リー」 （〈徐志摩与阿瑟 · 魏理 （Arthur Waley）〉）8） の中で考察しているので、
ここでは、グループの中の一人、唯美主義の画家兼批評家のロジャー・フライ
（Roger Fry, 1866-1934）、及びフライを紹介してくれたディッキンソン （Golds 
worthy Lowes Dickinson, 1862-1932） が果たした、徐志摩の古典ギリシャや唯
美主義への啓蒙についてのみ述べる。
　古典ギリシャの素晴らしさを説いてくれたのはディッキンソンである。『源
氏物語に魅せられた男―アーサー・ウェリー伝』9） によれば、ディッキンソン
は当時アーサー・ウェイリーがいた King’s College のフェローで、「医学から
政治史に転じ、その 『ギリシャ人の人生観』 で名を知られる」 （p59） と記され
ている。
　徐志摩はそのディッキンソンを大変慕っていた。中国では梁啓超を孫文以上
の偉人として崇拝していたが 10）、ディッキンソンはいわば徐志摩にとっての
英国の梁啓超ほどの敬愛すべき人物であった。ディッキンソンの 『中国からの
手紙』 （〈从中国来的一封信〉） について、徐志摩は 「近代英文文学」11） の講義の
中で、最大の賛辞でその文章を褒め称えている。又、1922 年 8 月 7 日、ロ
ジャー・フライへの手紙のなかでも、ディッキンソンについて、自分の文学や
芸術に対する興味を引き出してくれた人であると述べている。
　ディッキンソンは古典ギリシャ式の生活を提唱し、中国の老子を尊崇し、
ゲーテ、シェリーやその他のロマン詩人に憧れていた12） ので、この時から、
徐志摩はギリシャへの知識を培ったのではないかとも考えられる。そして、
ディッキンソンが紹介してくれた唯美主義の画家のロジャー・フライ （徐志摩
が 1922年 8月 7日フライに書いた手紙13） の中でディッキンソンのお陰であな
たと知り合いになったと書いている） の影響で、ウォルター・ペイターの美学
に触れるようになったと思われる。衆知の如く、ウォルター・ペイターはイギ
リスにおける最大の唯美主義者であり、代表作 『ルネサンス―芸術と詩の研
究』 では、古典ギリシャの賛美に満ちている。そして、徐志摩の一生は 「愛、
自由、美への追求の一生である」 と、“摯友”である胡適が追悼会で述べてい
る14） ように、唯美主義者徐志摩の美への追求は、実は古典ギリシャへの憧憬
が彼らから受け継がれていたのではないかと考える。では、次は、ウォル
ター・ペイターにおける古典ギリシャと唯美主義の融合を見ていくことによっ
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て、徐志摩の唯美主義詩人の形成の軌跡を辿ってみたいと思う。
4　古典ギリシャと唯美主義の融合
4-1　徐志摩の唯美主義の系譜
　梁錫華 『徐志摩英文書信集』 （同注 12, p12） によれば、上記 「異端学会」 を
設立したメンバーの一人、リチャーズは梁氏に 「徐志摩は彼らが出版した
“The Foundations of Aesthetics” （『美の基礎』） という本に中国語で 「中庸」 と
書いてくれた」 と話したという。
　そのように、徐志摩はケンブリッジで美に対する基礎知識を得られた上、上
述したロジャー・フライからも直接唯美主義の啓蒙を受けたのであろう。フラ
イは古典ギリシャ的な唯美主義者であり、彼自身が名づけた“後期印象派”の
作品展をロンドンで開いて、英国画壇に大きな波紋を呼んだと言われる15）。そ
のフライから美学の関連知識を得、ペイターへと導かれ、そして遂に 「精神も
物質もはかない存在であり、この無常の世界で唯一確実な存在は美であると考
え、美の享受を生の目的とする」 16） というペイターからの美へのメッセージ
が、のち、人生の指針とまでなったのではないだろうか。
　なぜならば、ほとんどの徐志摩評論は、上記胡適の 「徐志摩の一生は愛、自
由、美への追求の一生である」 という言葉を引用するほど、徐志摩は新月詩派
きっての唯美主義者である。徐志摩の美への追求は、筆者も嘗て文章の面と人
生の面から論じたことがあったが17）、しかし、その“師承”までは考究しな
かった。
　上述した通り、徐志摩の唯美主義の系譜はオグデン、ロジャー・フライそし
てウォルター・ペイターへと、その経路が明らかとなったわけであるが、本論
は、さらにペイターからどのような影響を受けたかを、考察して行きたいと思
う。
　ペイターはプラトンに強く影響され、ルネサンスへの関心が高いうえ、ゴー
チェ、スウインバーンなどによって進められている芸術のための芸術 （Art for 
art sake） 運動などで、“感覚主義的芸術至上主義”を生み出した。主著として
『ルネサンス―芸術と詩の研究』 （1873） などがあるが、上述したように、徐志
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摩は、ペイターのこの 『ルネサンス』 を 「私個人の聖書となった」 と話してい
る。1923年夏、南開大学夏期集中講義で 「近代英文文学」 を講義したとき、
第五講で、学生に紹介した本の中にウォルター・ペイターの“Renaissance”
（『ルネサンス』） を挙げた。「彼以降、散文がやっと芸術化された。彼の文章は
一粒一粒の真珠がつなげられ、花になり、キラキラと輝いているようだ」 そし
て、その後、「この本は私個人の聖書となった。」 とまで言い切ったのである。
ウォルター・ペイターは徐志摩にとって、美の創造者なのであろう。そのペイ
ターの思想にすっかり共鳴したことを次に考察する 「芸術と人生」 から明らか
にしていきたい。
4-2　「芸術と人生」におけるペイターの影響
　『ルネサンス―芸術と詩の研究』 は、その 「結論」 部の叙述が若者に悪影響
の危険があるからとの理由で、オックスフォードの同僚教授や聖職者たちから
「恐喝まがいの圧力」 を受け、1888年に現在のような内容に書き改められ、再
度出版されるまでには、初刊から 15年もかかったという （同注 4, p59）。そのよ
うな、弾圧に遭っている書物だからこそ、旧社会の因習に対して反抗心を燃や
している 「異端学会」 会員である徐志摩が共鳴し、そしてその書物を研究し、
のめり込んでいったのであろう。
　実際、徐志摩は帰国後最初の講演、英語による 「芸術と人生」 （“Art and 
Life”） の中で、早速ペイターが 『ルネサンス』 の中で述べているギリシャ時代
の芸術と人生について語っている。徐志摩は講演の中で、「….the Greeks are 
concerned with beauty only in so far as it contributes to the realization of a good life, 
to the blending together in a perfect harmony of the various elements of the soul… 
（ギリシャの芸術家たちは、素晴らしい人生を実現できた人だけが、魂のあら
ゆる元素が完全に調和された人だけが、“美”を語れるのであるという）」 と述
べている。つまり、徐志摩の求めている“美”は、古典ギリシャにおける美で
ある。そして、衆知の通り、これは、ペイターの 『ルネサンス』 のなかの基調
を成すものの一つでもある。徐志摩はこの 「芸術と人生」 の中に、前半は中国
人の生活に芸術がないから、中国の芸術が貧しいのであると力説した。
「“Therefore, enrich, augment, multiply, intensify and above all spiritualize your life 
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and art will come of itself”（生活を豊かにし、広げ、多様化し、強化すれば、そ
して最も重要なのは、精神の浄化である。そうすれば、芸術は自分からやって
くるのだ）」 とその処方箋を挙げた。
　そして、後半は 『ルネサンス』 の真髄である瞬間の美学について触れてい
く。
　徐志摩の 「芸術と人生」 の後半は、ほとんど、ウォルター・ペイターの 『ル
ネサンス』 の解説と引用である。ペイターの 『ルネサンス』 の中に 「ヴィンケ
ルマン」 というドイツの美術史家の唯美性について論じた一編があるが、徐志
摩もそのことについて触れ、次のように述べている。即ち、“By no people, 
says Winckelmann, the great German Renaissance Artist, has beauty been so es-
teemed as by the Greeks. （ドイツの偉大なるルネサンス芸術家であるヴィンケ
ルマンは、ギリシャの人々ほど美を尊重したものはいないと言った）”。「ヴィ
ンケルマンはギリシャ的な美のイメージ、ギリシャ憧憬を同時代及び後代の多
くのヨーロッパ人の意識に植え付けもしたのである」 と富士川義之氏が大著
『ある唯美主義者の肖像―ウォルター・ペイターの世界』 （p.41） （注 4参照のこと） 
の中で述べている。初めて接した西洋文学、美学の世界に陶酔した徐志摩に
も、当然その古典的な唯美主義に傾倒したことは想像に難くないのである。
　徐志摩は更に、「芸術と人生」 の中に、『ルネサンス』 で最もペイターが語り
たかった 「過ぎ去ってゆく瞬間の美」 についても触れた。“But as for admoni-
tions in & principles of a worthy and sensible life, I can do no better than to quote 
once more Water Pater from his famous “Conclusion” to the studies in Renais-
sance.”“Every moment some form grows perfect …….; some mood of passion or 
insight or intellectual excitement is irresistible, real and attractive for us-for that 
moment only..….To burn always with this hard, gemlike flame, to maintain this ec-
stasy, is success in life.” （価値のある感性豊かな人生にとっての訓諭や教条につ
いて、ウォルター・ペイターの有名なルネサンス研究の 「結論」 部をもう一度
引用することが最適かと思う。即ち、彼は 「刻々過ぎる瞬間に、何らかの形態
が …、際立って美しく見えることがある。情熱とか、洞察とか、知的興奮と
かから生じるある気分が、抗しがたい魅力とリアリティを感じさせることがあ
る。しかし、これらは、その瞬間の間のみ起こるのである。即ち、……固い宝
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石のような焔で絶えず燃えている恍惚状態が人生における成功を意味するの
である」） （注：「刻々過ぎる瞬間に」 より以降の日本語訳は、富士川氏の訳文による。
p69）。
4-3　徐志摩詩におけるペイター美学の展開
　徐志摩はその“唯美主義の瞬間的美学”を、彼自身の詩 「黄鸝」 （コウライ
鶯） においてその真髄を遺憾なく発揮している。“艳异照亮了浓密－／象是春
光，火焰，象是热情 （艶麗が濃密を光り輝かせ― / 春の光、焔、情熱の如く）”
“冲破浓密，化一朵彩云：／它飞了，不见了，没了－ /象是春光，火焰，象是
热情 （濃密を打ち破り、彩雲になって / 飛んで行き、見えなくなり、消えてし
まった― / 春の光、焔、情熱の如く）”と、その黄色い鶯が飛び立ったその一
瞬の美しさを 「春の光、焔、情熱の如き」 と描写している。
　あるいは 「さよなら第一首―日本の女
ひと
に送る」 （〈沙扬娜拉一首－赠日本女
郎〉） の日本女性の 「恥らってうつむき加減に優しく微笑む」 その瞬間を 「蓮
の花が涼風に耐えられなくなった時のなよなよしいなまめかしさのよう」 と
歌っている。古典的な日本女性が一瞬に見せたあの“瞬間的な美”を最も捉え
た描写として、女性の美を描く“聖手”と評されるゆえんである。
　また、徐志摩詩の傑作中の傑作と言われる 「再び別れを告ぐカム川に」 （〈再
別康橋〉） の中のあの、別れる瞬間を 「静かに、ひそやかに、袖を振り払う」
「夕雲を一片も持ち去らぬために」 という情熱を昇華させた、情熱を超越した
瞬間が、徐志摩によって会得した“静寂の瞬間の美”に抽出されたのである。
　これらの詩歌は上記ペイターの 『ルネサンス』 の中のエキスであると評され
ている“瞬間の美学”「固い宝石のような焔で絶えず燃えている恍惚状態が人
生における成功を意味するのである」 そのものではないだろうか。
　瞬間の美学の極限は 「死の意識によって活気付いた美への欲求」 であるとペ
イターは言う。徐志摩もそのくだりを引用している。“we are all under sen-
tence of death but with a sort of indefinite reprieve: we have an interval, and then 
our place knows us no more. Some spend this interval in listlessness, some in high 
passions, …..Of such wisdom, the poetic passion, the desire of beauty, the love of art 
for art’s sake, has most. For art comes to you professing frankly to give nothing but 
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the highest quality to your moments as they pass, and simply for those moments 
sake. （私たちはみな死刑を宣告されていて、ただある種の不確定な執行猶予
をあたえられているに過ぎない。私たちはある期間を与えられているが、やが
てこの地上から姿を消してしまう。あるものはこの期間をものぐさに過ごし、
又有るものは崇高な情熱に、……詩的情熱、愛への欲求、芸術のために芸術を
愛好する心によってこそ、そうした英知が最も得られる。なぜなら、芸術は、
刻々過ぎ行く瞬間に、またただそれらの瞬間のために、最高の特性のみを与え
られることをはっきりと意図しているからである）”
　「死の切迫した脅威に常にさらされているこの流動変転極まりない生に耐え
うる唯一の手立てとして、美的印象や快楽の瞬間に並外れた意義を見出してい
く」 （同注 4, p62） というペイターの 「死の意識によって活気づいた美への欲求」
の唯美主義理論はダヌンツィオに影響し、彼の書いた 『死の町』 でも 『死の勝
利』 でも、最高の愛、永遠の愛を何時も死で表現する。そのダヌンツィオの作
品で“魂の震え”を覚えた徐志摩は、更にこの 「愛と死」 を自分の唯美主義の
核心として捉えた。徐志摩は幾つかの詩文に、特に禁断の恋に苦悩し、命の焔
を最も熾烈に燃やしていたとき、何時もこの至高の美を求めようとしていた。
　筆者が 「徐志摩 『ブラウニング夫人のラブ・ポエム』 執筆動機に関する一考
察」18） の中で指摘したように、1926年 6月 25日禁断の恋に悶えていた徐志摩
は、旅先のイタリアから後の第二夫人になる陸小曼に与えた手紙の中で 「死の
なかで更なる絶対的な愛を実現させる」、「仮に死の海を渡るようなことになっ
たとしても、あなたと私の魂は結ばれていなければ成らないのだ」 と語ってい
る。また彼が書いた 『ブラウニング夫人のラブ・ポエム』 （《白朗宁夫人的情
诗》） の中にも 「ロミオとジュリエットの物語の感動するところ、美しいとこ
ろ、激しいところは、全て、あの酷い死にある」 という記述が見られる。さら
に、詩 「マンスフィールドを悼む」 （〈哀曼斯斐儿〉） のなかにも、「愛は命を実
現する唯一の道 / 死は深くて神秘的な溶炉 / この中から万象の根源の精華が練
り出される」 と歌い上げている。「キーツのナイチンゲール」 （〈济慈的夜莺歌〉） 
の中にも、死だけが愛を完全にするものであると述べている。
　これらはペイターの 「瞬間の美学と死の意識」 にその源を発し、ダヌンツィ
オ、ブラウニング夫人のラブ・ポエムへと、その“愛と美と死”の意識の流れ
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が、段々大きくなり、遂には洪水の如く増幅していたのではあるまいか。
５　徐志摩の文芸活動に見えるペイターの影響
5-1　ウィリアム・モリスと新月社
　「ヴィクトリア朝の人々に危険な魅力を感じさせる」 故に、オックスフォー
ド大学の同僚の教授たちや聖職者に削除するよう“弾圧”されたという、『ル
ネサンス』 の 「結論」 編の後半部に述べている 「死の意識によって活気づいた
美への欲求」 の源は、富士川氏によれば、ウィリアム・モリスの 3巻からなる
長編詩 『地上楽園』 （1868-70） の 「過ぎ行く一瞬を惜しむがよい / そうすれば美
しい日々が消え去ることに一層心をかけるものだ」 であるという （同注 4, p59）。
　実は、新月派の代表詩人という代名詞をもつ徐志摩が、英国留学から中国に
戻って最初に立ち上げた 「新月クラブ」 の誕生には、ペイターの瞬間の美学の
源であるウィリアム・モリスからのヒントがあったのである。徐志摩は、「欧
遊漫録」 その 2 「開編」 （〈欧游漫录·2·开篇〉）19） の中に、「何人か夢を見る
人と、少しの創作能力、少しの負けず嫌いの無鉄砲精神を合わせれば、どんな
世の中だってひっくり返せるだろし、どんな事業だってやってのけただろう
し。当時、ロゼッティ兄妹だって、モリスとバーン・ジョンソンの何人かの友
人と、芸術の世界に新しい道を切り開いたのではないか」 と 「新月クラブ」 設
立当時の抱負を回述している。ここで言うモリスとは、上述したペイターが唯
美学の真髄の源である 「地上楽園」 を書いたウィリアム・モリスである。ウィ
リアム・モリスは、オックスフォード大学に学び、「ラファエロ前派」 の影響
をうけ、1861年友人バーン・ジョンズ、D. G. ロゼッティらと美術商会を設立
し、装飾美術の普及に努めた。ペイターの美学に心酔した徐志摩は、当然モリ
スのことにも熟知したであろう。そして、ロゼッティ兄妹とモリスたちの芸術
活動が、徐志摩に中国近代詩壇に大きな痕跡を残した新月詩派を作り上げさせ
るきっかけともなったわけである。これは、正しく、徐志摩が 「近代英文文
学」 の第二講の中で主張した、「読書は同化しなければならない」 の一つの表
れではないだろうか。
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5-2　徐志摩と林長民のプラトニック同性愛
　もう一つ徐志摩がペイターに“同化”した痕跡は、悲恋に終わった相手の林
徽英の父君である林長民との“忘年之交” （年齢を超えた友） の“プラトニック
同性愛的な”逸話である。林長民は 1917年 「北洋政府」 の第十一内閣の 「司
法総長」 であったが、大変なロマンチストである。徐志摩は林長民の死後に、
「一通のラブレター」 （〈一封情書〉）20） という随筆を発表し、ケンブリッジにい
た頃、林長民と戯れて、“ラブレターを交換”したという実話を披露し、その
ときの“ラブレター”を公開したのである。その序文に 「都合いいことに、二
人とも“遣る瀬無いわびしさ”を感じていたので、このように、擬似恋愛ごっ
こをして、感情を、心理学家のいう“昇華”という境地に高めていたのであっ
た」 と記されている。
　これは、ペイターがずっと噂されていた 「プラトニックな同性愛者」 である
ということに対する、徐志摩の心理的な同化希求の表れではないだろうか。ペ
イターは、『ルネサンス』 の中に、自分自身の内部の曖昧な同性愛的感情を示
唆的に描いて見せている （同注 4, p52） という。その点について、富士川氏は、
いくつかの例を挙げた。その中の一つは、「シェクスピアの作品の中のうちで、
彼が最も高く評価する 『尺には尺を』 の“花のような若者”クラウディオと
か、あるいはヴィンケルマンによる男性美への愛着を語って“それには目を刺
戟しても最も美しく微妙な色彩と形態に向けるのにちょうどよいだけの分量
の情熱、肉体的興奮が含まれている”」 などの記述にその傾向を匂わせるのだ
と例に挙げている。
5-3　レオナルド・ダ・ヴィンチについての言及
　実は、この例のほかに、『ルネサンス』 の 「レオナルド・ダ・ヴィンチ」 編
には、ペイターは、「同性愛者ダ・ヴィンチにその“カールした波打つ美しい
髪”のゆえに愛されて彼のお気に入りの弟子・従僕となったアンドレア・サラ
イ」 のことを叙述しているなども、ペイターがプラトニックな同性愛者である
と噂された点として、富士川氏が挙げている （p52）。図らずも、このダヴィン
チについて、徐志摩も翻訳文を掲載している、しかも、ちょうど、ダヴィンチ
が上記アンドレア・サライが病気になったので、献身的に看病しているくだり
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の描写を含んでいる。徐志摩が翻訳した 「ダヴィンチのシルエット」 （《达文骞
剪影》、散文集 『パリの断片』《巴黎鳞爪》初収） という文は、ロシア人作家の
“Merejkowski”が書いた 「ジョヴァンニ・ポールドラフェオ」 （“基乌凡尼鲍尔
脱拉飞屋”） というダヴィンチの弟子の 1491-1495の日記の翻訳である。「これ
は多分に小説の色彩が強いが、しかし、未だにその香気が立ち篭っているイタ
リア・ルネッサンスに咲いた大きな牡丹であるダヴィンチの生き生きとした輪
郭が分かれば」 と、その翻訳動機を述べている。そのくだりとは、「アントレ
ア・サライトが病気になった。先生は食事療法で彼を治そうとしている。一晩
中傍に付き添い、彼の枕元で看病した」。徐志摩は何もコメントを付けていな
いが、ペイターの 『ルネサンス』 の 「レオナルド・ダ・ヴィンチ」 編の記述と
考え合わせれば、実に興味深いものを感じさせられる。
５　結論
　上に述べてきたように、ペイターは 『ルネサンス』 で古典ギリシャの美を強
く強調している。「古い過去への、歴史へのノスタルジックな感覚の働きが、
ペイターの主要作品には浸透しているが、その根底には、故郷回帰の衝動が存
在している」 と指摘されているゆえんである （同注 4, p11）。一方、徐志摩は前
述した通り、古に対して強い思慕を持ち、詩文にも古典的な風格を漂ってい
る。徐志摩の太古の平和の世への憧れが、ウォルター・ペイタとの出会いに
よって、古いギリシャに対する回帰願望へと化し、かつペイターの思想に大き
く“同化”し、新月派の代表的な唯美詩人へと変貌を遂げたのである。その意
味において言えば、徐志摩のギリシャ回帰願望におけるウォルター・ペイター
の果たす役割は極めて大きく、その意義は深いと結論をしたいと思う次第であ
る。
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3）　《志摩怎么了》 （「志摩はどうなったのだ」） 1932, 11, 14天津《大公报・文学副刊》
4）　富士川義之 『ある唯美主義者の肖像―ウォルター・ペイターの世界』 （青土社
（130）　中国文学研究　第三十一期
1992） p.64
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